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■ あけましておめでとうございます  

令和８年が始まりました。 

冬休みはどのようにお過ごしだったでしょうか。二学期末に低学年は昔遊びの体験をしまし

た。昔遊びは楽しみながら巧緻性やバランス等の様々な運動能力を鍛えることができます。初め

は上手くいかないこともありますが、何度も練習することで上達することができます。また、室

内外どちらでも遊ぶことができるので、寒い時期ですが家の中にこもっていないで、外に出て昔

遊びを楽しんでくれたらと思います。 

■ もちつき(国府地区まちづくり協議会主催) 
１月９日(金)に、国府地区まちづくり協議会の主催でもちつきをしていただきました。 

朝は小雪の舞う大変寒い日でしたが、７時からもちつき機の準備や具材の調理など、地域共同

活動委員会の委員や保護者・地域の方にもお手伝いいただきました。 

おもちは「あん」「きなこ」「みたらし」の３つの味でした。つきたてのおもちをいただいたこ

とでお腹も心も満腹になり、子どもたちにとって良い新年・新学期のスタートになりました。 

臼と杵でのもちつきも体験させていただき、「おじさんたちは簡単そうにしていたけど、杵は重

たくて大変だった。」という感想が聞かれました。 

ご家庭で「もちをつく」という機会が減る中で、貴重な体験となりました。お世話になったす

べての方に感謝申し上げます。 
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